
や　
床　
の　
間　
の　
壁　
が　
回　
転　
し　
逃　
れ　
部　
屋　
へ　

と
抜
け　
る
細
工　
が　
残
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

鯉　
の　
養　
殖　
は　
、　
宿　
場　
町　
と　
し　
て　
栄　
え　

る　
中　
で　
、　
洗　
い　
や　
鯉　
こ　
く　
な　
ど　
を　
郷　
土　

料　
理　
と　
し　
て　
ふ　
る　
ま　
い　
、　
む　
っ　
ち　
り　
と　

締　
ま　
っ　
た　
身　
が　
美　
味　
と　
喜　
ば　
れ　
て　
き　

た　
。　
円　
山　
川　
の　
中　
流　
に　
あ　
り　
、　
豊　
富　
な　

水　
量　
と　
程　
良　
い　
酸　
素　
・　
養　
分　
を　
含　
ん　
だ　

水　
質　
、　
養　
蚕　

よ
う
さ
ん

が　
盛　
ん　
で　
鯉　
の　
飼　
料　
と　
な　

る　
サ　
ナ　
ギ　
が　
生　
産　
さ　
れ　
て　
い　
た　
こ　
と　
も　

好　
条　
件　
と　
な　
り　
良　
質　
の　
鯉　
を　
育　
ん　
だ　
。　

観　
賞　
用　
の　
鯉　
は　
昭　
和　
に　
な　
っ　
て　
か　
ら　

で　
、　
町　
並　
み　
に　
沿　
う　
よ　
う　
に　
流　
れ　
る　
4  
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軒
先
に
色
鮮
や
か
な
鯉
が
泳
ぎ

多
く
の
旅
人
や
牛
市
の
博
労
が
行
き
交　
っ　
た

江
戸
時
代
の
陣
屋
が
残
る
宿
場
町

宿
場
町　
の　
な　
ご　
り　
、　鯉　
の　
里
／
養
父
町　
・　
養
父
市
場

う　

ら　

ろ　

じ　

た　

ん　

け　

ん　

江　
戸　
時　
代　
か　
ら　
の　
陣　
屋　
屋　
敷　
が　
現　

存　
し　
、　
鯉　
の　
里　
と　
し　
て　
知　
ら　
れ　
る　
風　
情　

を　
伝　
え　
る　
宿　
場　
町　
、　
養　
父　
市　
場　
。　
昭　
和　

37  
年　
、　
谷　
間　
地　

は

さ

ま

じ

峠　
へ　
国　
道　
9  
号　
線　
が　
移　

設　
さ　
れ　
る　
ま　
で　
の　
旧　
国　
道　
沿　
い　
に　
は　
、　

白　
壁　
や　
土　
塀　
、　
格　
子　
や　
化　
粧　
壁　
が　
施　
さ　

れ　
た　
重　
厚　
な　
趣　
の　
あ　
る　
民　
家　
と　
、　
昔　
な　

が　
ら　
の　
店　
構　
え　
が　
残　
る　
商　
店　
街　
が　
交　

錯　
す　
る　
。　
旧　
養　
父　
町　
の　
中　
心　
と　
し　
て　
賑　

わ　
い　
、　早　
く　
か　
ら　
造　
り　
酒　
屋　
が　
存　
在　
し　
、　

明　
治　
か　
ら　
昭　
和　
初　
期　
頃　
に　
も　
、　
醸　
造　
、　

生　
糸　
、　
旅　
館　
、　
飲　
食　
な　
ど　
数　
多　
く　
の　
店　

が　
軒　
を　
並　
べ　
て　
い　
た　
記　
録　
が　
残　
さ　
れ　
て　

い　
る　
。　

古　
く　
は　
農　
神　
と　
仰　
が　
れ　
て　
き　
た　
養　

父　
神　
社　
へ　
続　
く　
道　
、　
江　
戸　
時　
代　
に　
は　
、　

大　
名　
の　
参　
勤　
交　
代　
が　
通　
っ　
た　
出　
石　
藩　
へ　

向　
か　
う　
分　
岐　
点　
に　
あ　
り　
、　
山　
陰　
道　
と　
し　

て　
、　
村　
岡　
藩　
や　
豊　
岡　
藩　
も　
利　
用　
し　
た　
と　

い　
わ　
れ　
る　
。　
陣　
屋　
屋　
敷　
に　
は　
、　
殿　
様　
が　

江　
戸　
の　
行　
き　
帰　
り　
に　
宿　
泊　
さ　
れ　
た　

上　
座　

か
み
ざ

と　
い　
わ　
れ　
る　
一　
段　
高　
い　
座　
敷　
造　
り　

重厚な表情を持つ家並み

光明院跡で厳かで神々しかった
千体仏の話を聞く

陣屋屋敷の前で

陣屋前の三叉路
これより北
出石領の石碑

右、京・大坂・はりま
左、いつし（出石）の道しるべ

かつてはリンゴ園
牛のセリ市場が
あったところ

かつての造り酒屋

おいしい山水が
出る水道

至養父
神社

山づたいに流れる
下がり水
4本目の水路

鯉の溝飼い
鯉の溝飼い

鯉の溝飼い

鯉の溝飼い

鯉の溝飼い

鯉の観賞池

陣屋屋敷

おいしい
牛肉のお店

養徳寺

光明院跡

光明寺跡

千体地蔵の祠の跡

正面に延命地蔵
両脇に4体の菩薩
三方に白木の手彫りの
地蔵尊1 0 0 0体が
祀られていた

大橋正明（道智居士）
夫妻のお墓

鯉の溝飼い
道路の反対側
にもいくつかの
溝飼いがおこなわれている

養父コミュニティ
センター

養父駐在所

養父
郵便局

鯉の養殖
和牛の鼻木などを扱う
品評会用には飾りをつける

和牛専門の装飾店

牛市へ向かう路地

Time is Money. 時は金なり

あなたの時間を有効に

いつでも　どこでも　あなた自身が銀行です。

地 域 とと もに 発展 する

h t t p : / / w w w . t a j i m a b a n k . c o . j p /

たんぎんダイレクト インターネットバンキング
モバイルバンキング
テレホンバンキング
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本　
の　
水　
路　
か　
ら　
巧　
み　
に　
水　
を　
引　
き　
込　
み　
、　

各　
家　
々　
の　
軒　
先　
で　
雅　

み　
や　
び　

さ　
を　
競　
う　
よ　
う　

に　
溝　
飼　
い　
が　
盛　
ん　
に　
お　
こ　
な　
わ　
れ　
た　
。　

現　
在　
、　
多　
く　
の　
池　
は　
埋　
め　
ら　
れ　
、　
数　
え　

る　
ほ　
ど　
に　
な　
っ　
て　
し　
ま　
っ　
た　
が　
、　
そ　
れ　
で　

も　
間　
近　
に　
色　
鮮　
や　
か　
で　
姿　
も　
立　
派　
な　

鯉
を
見
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
る　
。　

ま　
た　
、　
養　
父　
市　
場　
は　
、　
但　
馬　
牛　
の　
集　

散　
地　
と　
し　
て　
も　
有　
名　
で　
、　
か　
つ　
て　
の　
牛　

市　
に　
は　
、　
牡　
牛　
は　
青　
、　
牝　
牛　
は　
赤　
の　
首　

輪　
で　
飾　
ら　
れ　
、　
農　
家　
の　
人　
た　
ち　
に　
引　
か　

れ　
て　
集　
ま　
っ　
て　
き　
た　
。　
牛　
の　
良　
し　
悪　
し　

を　
見　
分　
け　
、　
売　
買　
や　
周　
旋　
を　
し　
た　
博　
労　

ば
く
ろ
う

も　
各　
地　
か　
ら　
訪　
れ　
、　
町　
は　
一　
変　
す　
る　
ほ　

ど　
の　
賑　
わ　
い　
を　
み　
せ　
た　
。　
牛　
市　
場　
へ　
入　

る　
路　
地　
の　
角　
に　
は　
、　
今　
も　
鼻　
木　
な　
ど　
を　

扱
う
和
牛
専
門　
の　
装
飾
店
が　
あ　
る　
。　

数　
々　
の　
古　
い　
歴　
史　
を　
持　
つ　
町　
並　
み　

に　
は　
、　
こ　
の　
土　
地　
ゆ　
か　
り　
の　
人　
々　
に　
ま　

つ　
わ　
る　
話　
も　
語　
り　
継　
が　
れ　
て　
い　
る　
。　
戦　

国　
時　
代　
、　
丹　
波　
の　
国　
直　
見　

の
う
み（　

京　
都　
府　
夜　

久　
野　
町　
）　か　
ら　
移　
り　
住　
ん　
だ　
門　
垣　

か
づ
か

城　
主　

案内をしていただいた吉井六郎さん。
千体仏や大橋家系譜など詳しい郷土
の歴史を語り継ぐ。鯉の養殖・鯉料理の
双葉養魚を経営。大正生まれの8 6歳、
鯉料理で若々しく健康的。

町並みに並行して4本の
水路が流れる

全国に普及している
墨の交じった「黒ダイ
ヤ」系の品種は養父で
つくられたもの

水路から巧みに軒先
へ水が引き込まれる
塀の向こうは鯉の溝
飼いがされている

かつての
造り酒屋

至ほたるの館
出石

道の駅
やぶ

至和田山

右岸道路

円山川

養父アパレル

明治時代の頃から
製糸業が盛んで
多くの若い女性が
働いていた

円山川から
引き込んで
いる3本の水路

町川裏川

裏川でも
鯉の溝飼い
飼育がされている

かつての
料亭

鯉料理が名物の旅館

鯉の溝飼い

道路の反対側にも
商店と民家の家並みが続く

西念寺

維新の桂小五郎
（木戸孝允）潜伏の碑

ＪＲ山陰本線
至ＪＲ養父駅

右、京・大坂・はりま
左、いつしの道しるべ

至八鹿

養父市場（養父町）
鯉の里として知られ円山川の水を引き入れ、鯉の養殖が盛んで、
かつては各家々で溝飼いがおこなわれていた。江戸時代、大名が
参勤交代で滞在した陣屋があり、宿場町として栄え、但馬牛の集散
地で牛の市場としても賑わってきた。古くから造り酒屋も存在し、旧
養父町の中心商店街、旧国道9号線の趣のある町並みを残している。

鯉の溝飼い
鯉の溝飼い

鯉の溝飼い

JA 養父支店

鯉料理・弁当
鯉の養殖

と　
い　
わ　
れ　
る　
大　
橋　
家　
は　
酒　
造　
や　
味　

噌　
・　
醤　
油　
な　
ど　
を　
生　
業　
に　
し　
て　
、　
郡　
内　

屈　
指　
の　
富　
農　
と　
し　
て　
成　
長　
し　
、　
陣　
屋　
を　

勤　
め　
た　
中　
大　
橋　
家　（　
分　
家　
）　助　
左　
衛　
門　
、　

牛　
市　
場　
に　
土　
地　
を　
提　
供　
し　
た　
下　
大　
橋　

家　（　
本　
家　
）　又　
右　
衛　
門　
、　
東　
大　
橋　
家　
と　
い　

っ　
た　
屋　
号　
で　
呼　
ば　
れ　
て　
い　
る　
。　
そ　
の　
中　

で　
も　
、　
中　
大　
橋　
家　
助　
左　
衛　
門　
の　
始　
祖　
、　

正　
明　
は　
3  
0  
0  

年　
前　
、　
千　
体　
の　
仏　
像　
を　

配　
し　
た　
お　
堂　
や　
各　
地　
に　
延　
命　
地　
蔵　
を　

建　
立　
。　
千　
体　
仏　
は　
第　
二　
次　
世　
界　
大　
戦　
で　

祠　ほ　
こ　
ら　

ご　
と　
失　
な　
っ　
て　
し　
ま　
っ　
た　
が　
、　
当　
時　
を　

知　
る　
人　
は　
厳　

お　
ご　
そ　

か　
で　
神　
々　
し　
い　
ま　
で　
の　
様　

で　
あ　
っ　
た　
と
感
慨
深
さ　
を
募
ら　
せ　
る　
。　

幾　
多　
の　
時　
代　
を　
さ　
ま　
ざ　
ま　
な　
人　
が　

行　
き　
交　
い　
、　
数　
々　
の　
歴　
史　
を　
刻　
ん　
で　
き　

た　
町　
並　
み　
。　
幕　
末　
に　
は　
桂　
小　
五　
郎　
が　
寺　

男　
と　
し　
て　
潜　
ん　
で　
い　
た　
と　
伝　
え　
ら　
れ　
て　

い　
る　
。　
静　
か　
な　
佇　
ま　
い　
が　
、　
ゆ　
っ　
く　
り　
と　

時　
を　
さ　
か　
の　
ぼ　
る　
よ　
う　
に　
当　
時　
の　
様　
子　

を
彷
彿
と　
さ　
せ　
る　
。　

協　
力　

養　
父　
町　
・　
養　
父　
市　
場　
の　
み　
な　
さ　
ん　

●
裏
路
地
探
険
隊
員
募
集

11
月
30
日　（
土
）　朝
来
町
探
険

千
年
家
の　
佇
ま　
い　
山
間
の　
里　
・　
佐
中
地
区
を
歩
く

＊　
実　
施　
日　
の　
10  
日　
前　
ま　
で　
に　
、　18  
ペ　
ー　
ジ　
掲　
載　
の　
T  
2  
編　

集　
部　
へ　
、　
住　
所　
・　
氏　
名　
・　
年　
齢　
・　
電　
話　
番　
号　
・　「　
裏　
路　
地　

参　
加　
希　
望　
」　
と　
お　
書　
き　
の　
上　
、　ハ　
ガ　
キ　
で　
お　
申　
し　
込　
み　

く　
だ　
さ　
い　
。　
開　
催　
は　
午　
前　
中　
、　
現　
地　
集　
合　
・　
現　
地　
解　
散　

と　
な　
り　
ま　
す　
。　
申　
込　
締　
切　
日　
後　
、　
案　
内　
を　
参　
加　
ご　
希　

望　
の　
方　
へ　
送
付
致
し　
ま
す　
。　


